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　「イノベーション・ジャパン 2015 −大学見本市−」は、12 回目の開催となり、我が国の大学や公的

研究機関等から創出された研究成果の社会還元、技術移転を促進すること及び実用化に向けた産学連

携のマッチング支援を実施する国内最大規模の産学マッチングイベントです。

開催日時：2015 年８月 27 日（木）～ 28 日（金）

開催場所：東京ビックサイト

主　　催：国立研究開発法人科学技術振興機構

　　　　　国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構

共　　催：文部科学省、経済産業省

【工学院大学出展者】

研 究 者 名：後藤　治（建築学部　建築デザイン学科　教授）
展示タイトル：守るべき伝統，根づかせる技術・価値　－左官壁・天井の浸透性樹脂補修技法の開発－

研 究 者 名：坂本　哲夫（先進工学部　応用物理学科　教授）
展示タイトル：急速凍結TOF-SIMSによる水分を含む単一細胞の成分別三次元イメージング

研 究 者 名：前田　幹夫（工学部　電気システム工学科　教授）
展示タイトル：海中からの生放送のための可視光による通信と位置ずれセンサを両立させるアプローチ

研 究 者 名：相川　慎也（総合研究所　助教）
展示タイトル：製造条件に左右されない高安定なアモルファス酸化薄膜トランジスタ

研 究 者 名：馬場　則男（情報学部　コンピュータ科学科　教授）
展示タイトル：SEM画像処理 3次元マイクロ・ナノ構造復元ソフト

研 究 者 名：佐藤　光史（先進工学部　応用物理学科　教授）
展示タイトル：光充電型透明薄膜リチウムイオン電池の創製

研 究 者 名：阿相　英孝（先進工学部　応用化学科　准教授）
展示タイトル：ウエットプロセスによる機能性ナノポーラス表面の創製

イノベーション･ジャパン 2015 －大学見本市－（出展状況）
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関連論文

アピール
ポイント

利用・用途
応用分野

研究��

�る�き伝統，�付�せる技術・価値

-左官壁・天井の浸透性樹脂補修技法の�発-

工学院大学 総合研究所 研究推進課
東京都八王子市中野町2665-1 〒192-0015
TEL:042-628-4940 FAX:042-628-4853
E-Mail:souken@sc.kogakuin.ac.jp URL:http//www.kogakuin.ac.jp

後藤 治 建築学部・建築デザイン学科 教授 / 田村 雅紀 建築学部・建築学科 准教授

�ー�ー�： 災害対応，文化財建造物，漆喰天井，土蔵壁，浸透性樹脂，既存建物補修

概要

関連情報

東日本大震災では，東京九段会館の事故を筆頭に，非構造部材の落下によって少なくとも8都県で

6人が死亡，11人が重軽傷を負った．文化財建造物でこのような人的被害が発生すると，建造物自

体は修復可能な場合であったとしても，以降の保存活動に大きな影を落とす例が多々あるため，未

然に防がなくてはならない．たとえば，右下の図に示す築100年超のある建物の内部には，高さ9m

の部分に1㎡あたり30～40kgの漆喰天井が吊られている．既に経年劣化で複数部分にクラックが発

生しており，早急な対策が必要である．本研究は，これらの経年劣化や災害を越えて，建築物にお

ける意匠性・社会性・技術性等の遺産的価値を大きく損なわない形で維持・継承するため，左官仕

上げの壁・天井を現代技術である更新統制の樹脂材で補修する工法を実現したものである．

既存の部材に対して大きなダメージや仕様の変更が発生することなく施工できるので，対象建築物

の持つ伝統的・遺産的な要素を保護したまま性能を付加することができる．加えて，補修工事は比

較的小規模・安価に行うことができるので，規模な大きな建造物や補修個所の多い建造物群であっ

ても経済的・環境的に有利である．

さらに，コンパクトな材料と人員で即時的に施工することが可能である．施工で用いる樹脂は硬化ま

での時間を自由度高く調整することができるため，突発的な事象の発生時であっても柔軟に対応す

ることができ，災害時や予期せぬ損傷時にも被害の拡大を最小限に抑制することが期待できる．

○重要文化財等に指定された建造物の強化・補修

○伝統的建造物群保存地区を形成する建造物群の強化・補修

○劣化した部材の補修による安全性の確保と予防保全

○地震災害で被災した建造物の部分補修や緊急補修 など

経年劣化による左官材の剥落 地震による土蔵壁の崩落 剥落の懸念がある左官天井（高さ9m）

東日本大震災文化財被災建造物復旧支援事業報告書より

●関連論文 ＝岡健太郎，田村雅紀，後藤治：建築物のLCMにおける維持保全と保存的活用ストラテジー：その2 遺産的建
造物の要素部材による健全度の検証，日本建築学会関東支部研究報告集，2015
錦見勇，田村雅紀，後藤治：伝統的建築物の左官壁に対する浸透性アクリル樹脂を用いた補修と材料劣化
抵抗性の改善，日本建築学会関東支部研究報告集，2015

●関連 URL ＝http://www.ns.kogakuin.ac.jp/~wwa1023/member/OsamuGoto/
http://www.ns.kogakuin.ac.jp/~dt40009/tamura/
Facebookページ：「工学院大学建築デザイン学科後藤研究室」

分野：防災
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関連論文

海中からの生放送を目指して、映像信号の水中伝送システムの研究をしています。

○潜水艇で撮影した映像信号を中継装置まで可視光で海中を短距離伝送した後に、海上まで光

ファイバで長距離伝送します。

○潜水艇と中継装置が互いに動いても光ビームが外れないように再帰性反射材を用いた位置ず

れセンシング技術を開発しました。

○中継装置は任意の方向からの光を受信できるよう球形としてます。

○ 中継装置表面に配置する受光モジュールで得られる無線信号を合成することで高品質な伝送

を可能としています。

○ 暗い海の中でも潜水艇から中継装置を容易に見つけることができます。

○ 光到来方向に対して球の端にある受光モジュールの受光面を光の来る方向に制御をすること

で、高い受信性能を得ることができます。

○ 位置ずれ検出用に単一キャリアを用いて

いるため高感度な制御が可能です。

電波が通らない海中からの映像信号のライブ伝送技術は海底の地形のリアルタイム観測など、

放送以外の分野にも展開が期待できます。

アピール
ポイント

利用・用途
応用分野

研究�� 分野�情報・通信

海中からの生放送のための可視光による
通信と位置ずれ検出を����るア��ー�

�学��学 総合研究所 研究推進課
東京都八王子市中野町2665-1 〒192-0015
TEL:042-628-4940 FAX:042-628-4853
E-Mail:souken@sc.kogakuin.ac.jp URL:http//www.kogakuin.ac.jp

前田 幹夫 電気システム 教授

キー�ー�� 水中光伝送 青色ＬＥＤ 再帰性反射材 位置ずれセンシング

●知的財産権＝前田 幹夫 “空間光伝送システム” 特開2014-50033 2014年4月17日公開

●関連論文 ＝扇田 恵梨菜、 宮前 圭輔、 前田 幹夫 “映像水中光伝送のための光ビームのずれ検出に関する

基礎実験”、映像情報メディア学会誌、vol.68, No.9, pp.J93-J98, 2014.

●関連 URL ＝前田幹夫研究室 http://www.ns.kogakuin.ac.jp/~wwc1060/

概要

関連情報

受
光
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関連論文

 スパッタ成膜時の酸素分圧に依存しない，安定性の高いアモルファス酸化物半導体を開発
 従来材料は酸素分圧に非常に敏感であるため，薄膜の電気伝導率が数ケタ変化してしまう
 開発した材料は，スパッタ成膜時の酸素分圧に対して鈍感．幅広い成膜ウィンドウを実現
 大面積基板上に特性バラつきのないトランジスタアレイが作製可能

研究�� 分野������材料，電気�電子，情報���

製���に����ない
高安定なアモルファス酸化薄膜トランジスタ

工学�大学 総合研究所 研究推進課
東京都八王子市中野町2665-1 〒192-0015
TEL:042-628-4940   FAX:042-626-6726
E-Mail:souken@sc.kogakuin.ac.jp URL:http//www.kogakuin.ac.jp

�� �� 総合研究所 助教

����ド� アモルファス酸化物半導体，薄膜トランジスタ，スパッタリング，室温成膜，ディスプレイ応用

●発表論文 ＝ �. Aikawa, et al. Appl. Phys. Lett. 103, 172105 (2013).
�. Aikawa, et al. Appl. Phys. Lett. 102, 102101 (2013).
N. Mitoma, �. Aikawa, et al. Appl. Phys. Lett. 104, 102103 (2014).
T. Kizu, �. Aikawa, et al. Appl. Phys. Lett. 104, 152103 (2014).
N. Mitoma, �. Aikawa, et al. Appl. Phys. Lett. 106, 042106 (2015).
�. Aikawa, et al. Appl. Phys. Lett. 106, 192103 (2015).

概要

●新聞報道 ＝ 日刊工業新聞（１５面），2013年9月24日．
化学工業日報（９面），2013年9月24日．
科学新聞（８面），2013年10月11日．

●関連URL ＝ 先進機能デバイス研究室 http://www.ns.kogakuin.ac.jp/~wwa1058/

• 成膜時の酸素分圧に対して敏感
• 薄膜の電気伝導率が数ケタ変化

• 適切な添加材料の選択により，成
膜時の酸素分圧に対して鈍感

従来材料

開発材料

大面積基板上への素子作製が困難

大面積基板上に均一特性の素子ア
レイが実現できる

添加剤料＝Si

関連情報
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関連論文

走査型電子顕微鏡（SEM)は原子をも捉えるほどに高分解能となったが、いま

一つの特徴で高性能であるべき３次元構造を捉える能力は、大きな進展がなく、

ほぼ従来技術のままである。本技術開発は、この３次元構造解析能力を飛躍

的に向上させるためのものである。最近のSEMでは、観察試料を±70°程度

に連続傾斜回転させることができる。X線CTの原理の大胆な発展系として、複

雑な3次元表面構造を多方向からのSEM像から復元する技術である。これが

完成し実用化すれば、３Dプリンターで、観察表面のマイクロ・ナノ3次元構造を

手に取って直に解析できる。

走査プローブ顕微鏡（ＳＰＭ）には不向きな入り組んだ表面や繊維状表面の

試料、また、電子線トモグラフィ（ＴＥＭ-ＣＴ）にも解析にかからない固体試料の

表面構造の復元に有用である。従来からステレオ像による立体復元のソフトは

市販されてきたが、複雑な表面形状になるとオクルージョンのため計測不能で

あった。図1のように、連続傾斜回転することでオクルージョンは回避できるが、

従来の手法の延長では画像枚数が多すぎるため前提が崩れ、対応が困難で

ある。現在開発中の手法は、全く新たな手法で信頼性と精度の向上が見込ま

れる。

●複雑な表面形状を有する材料の開発研究、 ●医療、バイオ研究におけるＳ

ＥＭを使った解析能力の大幅な向上、など

アピール
ポイント

利用・用途
応用分野

研究�� 分野�ナノテク・材料

ＳＥＭ画像処理３次元マイクロ・
ナノ構造復元ソフト

工学�大学 総合研究所 研究推進課
東京都八王子市中野町2665-1 〒192-0015
TEL:042-628-4940 FAX:042-628-4853
E-Mail:souken@sc.kogakuin.ac.jp URL:http//www.kogakuin.ac.jp

馬場 則男 情報学部・コンピュータ科学科 教授

�ー�ー�� 走査型電子顕微鏡（ＳＥＭ）、３次元復元、連続試料傾斜回転、３次元画像計測処理

●関連論文 ＝馬場則男、「ステレオ観察と立体計測法」、細胞工学、17(2)、272－283（1998）
Y. Kimori1, N. Baba, N. Morone, Extended morphological processing: a practical method for automatic
spot detection of biological markers from microscopic images, BMC Bioinformatics, 11, 373-
385(2010)
牛木辰男、他、「文部科学省・科学技術試験委託事業、力覚制御による体感型３Ｄナノ解剖バイオ顕微
鏡の開発（平成18～20年度）報告書」

概要

関連情報

図２ ３次元復元ソフトの生
物試料への応用例

複雑な微絨毛の生物試料
の連続傾斜ＳＥＭ像（左）か
ら３次元計測復元した立体
表面形状のＣＧ表示（右）

（本結果の一部は、文部科
学省・科学技術試験委託事
業、「力覚制御による体感型
３Ｄナノ解剖バイオ顕微鏡の
開発」（平成18～20年度、代
表、牛木辰男 教授(新潟大
学)）の成果である． ）

5μｍ

電
子
プ
ロ
ー
ブ

試料

図１ 連続試料傾斜
回転の模式図

272



アピール
ポイント

利⽤・⽤途
応用分野

研究題名 分野：ナノテク・材料

光充電型透明薄膜リチウムイオン電池の創製

工学院大学 総合研究所 研究推進課
東京都八王子市中野町2665-1 〒192-0015
TEL:042-628-4940 FAX:042-626-6726
E-Mail:souken@sc.kogakuin.ac.jp URL:http//www.kogakuin.ac.jp

佐藤 光史 先進工学部・応⽤物理学科 教授

キーワード： 分子プレカーサー法，化学的湿式法，透明薄膜リチウムイオン電池，光充電

概要

関連情報

・スマートホンなどのポータブル機器や非常用機器のバッテリー

・スマートウィンドウ

・リチウムイオン電池反応の可視化

・光充電できるTwo-in-one型LIB
・透明な薄膜LIB
・塗布・熱処理のみの簡便な均⼀薄膜形成

・基板形状を問わず、塗布性に優れる安定なコーティング溶液

・異種⾦属種との混和性や親⽔性に優れるコーティング溶液

●関連論⽂ ＝ H. Nagai, H. Hara, M. Enomoto, C. Mochizuki, T. Honda, I. Takano, and M. Sato,
Synchronous Electrochromism of Lithium Ion Battery with Chemically Fabricated
Transparent Thin Films, Functional Materials Letters (2013), 6/2, 1341001-1341008.

●関連 URL ＝ http://www.ns.kogakuin.ac.jp/~wwf1017/index_E.html

●知的財産権 ＝特願平９－２８６８５:塗布液およびこれを用いた薄膜作製方法 等

分子プレカーサー法で形成した
透明薄膜リチウムイオン電池

光照射充電・未照射放電によるサイクル試験

Elapsed time/s

V
o
lt
a
g
e
/V

1 mAで充放電→光照射充電→未照射放電

光照射充電→未照射放電

光照射 (10 mW/cm2 at 365 nm)

リチウムイオン電池（LIB)は，スマートホン

やポータブル機器類に欠かせない二次電池で

す。先に，世界初の透明な薄膜LIBを報告

しました(右上図)。この透明な薄膜LIBは，

充放電による電極の内部反応を着脱色現

象としてはじめて可視化し，国際的な学術

誌の表紙にも掲載されました。

このLIB実現に用いた分子プレカーサー法は，

単分散分⼦量の安定錯体を含むコーティン

グ溶液を塗布・熱処理するのみで，均一な

機能性薄膜を形成する化学的湿式法です。

コーティング溶液中で⾦属イオンの加⽔分解

が起こりにくく，⻑いポットライフや優れた混

和性など，ゾルゲル法などの従来の溶液法に

はない⼤きな利点をもちます。

本研究は先のLIBを発展させて，光で充

電できる透明薄膜LIBを創製し，その充放

電挙動を報告します(右下図)。
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アルミニウムをアノード酸化することで形成される多孔質酸化皮膜（アノード酸化ポーラスアル

ミナ）は，これまでアルミニウム基板に対し装飾性・防食性を付与する観点で研究が進められてき

たが，近年ではその孔径や孔配列の規則性が注目され種々のナノデバイスを作製する際の鋳型

構造や，ナノレベルの凹凸・ナノ空間を利用した反応場としても関心を集めている。

当研究グループでは，アルミニウム以外にも種々の金属，半導体に対して“アノード酸化”をはじ

めとするウエットプロセスを用いてナノスケールの微細孔を持つ酸化皮膜やナノポーラス表面を形

成する手法に関し研究を行っている。

例えば，水溶液中におけるアノード酸化反応に基づき，金属基板(Al， Ti， Sn， Zn， Nb， Mg， Fe，

ステンレス）や半導体基板（Si，GaAs，InP）上に，孔が自己組織化的に配列したナノポーラス構造

を作製することができる。ポーラスアルミナ皮膜に関しては，孔径，孔周期，孔深さ（膜厚）などポー

ラス構造の幾何学形状をアノード酸化時の電解条件で比較的自由に制御できる。アノード酸化に

よるナノポーラス酸化膜の作製は，再現性に優れ，ドライプロセスのような特殊な設備・装置を必要

としないことから，低コスト・高スループットでの工業化にも有利である。酸化膜形成だけでなく，半

導体基板の微細加工にウエットプロセスを適用することで，既存のリソグラフィー技術では作製困

難な高アスペクト比を持つナノ・マイクロ構造体の作製にも成功している。

●各種フィルター ●触媒，触媒担体 ●光触媒，撥水，防汚 ●ナノ・マイクロ反応場

●鋳型（テンプレート），マスク ●耐食性，耐摩耗性付与 ●細胞培養の足場材料 など

アピール
ポイント

利用・用途
応用分野

関連情報

研究�� 分野�ナノテク・材料，環境・エネルギー

ウエットプロセスによる
機能性ナノポーラス表面の�製
阿相 英孝 先進工学部応用化学科 准教授 / 橋本 英� 先進工学部応用化学科 助教

�ー�ード� アノード酸化， ポーラス酸化膜， Al， Ti， Sn， Zn， Nb， Mg， Fe， ステンレス，半導体

阿相英孝，小野幸子，“アルマイトの機能化を支える基盤技術（総説）”，表面技術，65，406-413 (2014).
阿相英孝，小野幸子，“自己組織化材料を利用したナノ・マイクロファブリケーション
～ナチュラルリソグラフィー～（解説）”，表面技術，62，92-97 (2011).
阿相・橋本研究室 http: /www.ns.kogakuin.ac.jp~wwb1027/

概要

●関連論文 ＝

●関連 URL ＝

工学��学 総合研究所 研究推進課

東京都八王子市中野町2665-1 〒192-0015
TEL:042-628-4940 FAX:042-626-6726
E-Mail:souken@sc.kogakuin.ac.jp URL:http//www.kogakuin.ac.jp

1 m
200 nm

アノード酸化で形成したポーラスアルミナ ポーラスチタニア a) ポーラスInP，b) 断面構造
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